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Pseudomonas属(蘇膿菌, P. cepacia, P. maltophilia)

に対するヒビテン感受性について
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Ⅰ　は　じ　め　に

近年Opportunistic lnfection日和見感染が問題となっており,しばしば臨床にて遭遇

する｡この日和見感染の定義には二つの条件があると言われている｡1),2)ひとつは病原性

がほとんどないとされている弱毒菌あるいは日和見菌によって起こること,他方はCom･

promised host (感染抵抗力が低下した宿主)が存在することである｡とくに抗生剤,玩

腫癌剤,免疫抑制剤,消炎剤などのめざましい進歩と使用により,体内における細菌叢の

変化と宿主の感染に対する全身の抵抗力の減弱を生じる｡抵抗力の減弱した宿主,すなわ

ち未熟児,新生児,老齢者,さらに基礎疾患を有するために感染に対する抵抗力の低下の

ある場合などに感染症が起こりやすいと考えられる｡

病原菌による感染は,伝染源の隔離,感染経路の遮断,生体側の抵抗力を増強し感受性

を少なくすることなどにより予防できる｡しかし日和見感染を起こすのは抵抗力の減弱し

ている宿主であり,したがって患者の集まる病院などではその頻度は高い｡このように抵

抗力の減弱している患者を感染症から守る極めて重要な方法のひとつとして消毒がある｡

現在消毒薬として,クロール-キシジン(ヒビテングルコネ-ト),両面界面活性剤(-

イパールNo.3),逆性石けん(オスバン)など多くの種類がある｡これらの消毒薬の使用

濃度と各種細菌に対する殺菌効果との関係については,多くの報告がある｡3)･4),5)･6)とく
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にE挿口見感染の原因の1つとして注ETされているpseudomonas属の中では菌株により,

クロール-キシジン(ヒビテングルコネ-ト)の殺菌効果の変動域が大きいとの報告が多

いo中林ら7)はヒビテンの常用濃度とされている0. 02%, 0. 05%ではPseudomonas cepacia

に対してほとんど殺菌効果を示さないことを報告している｡

そこでわれわれは,院内感染の原因菌として問題視されているPseudomonas属のうち,

森脇菌, P.cepacia, P.maltophiliaなどの20種の菌が,手洗い常用洩度を含めヒビテンに

対してどこまで感受性を示すかを実験,検討したのでその結果を報告する｡

Ⅱ　材料と方法

1　消毒薬

ヒビテングルコネ-ト液〔ダルクロン酸クロール-キシジン20% (W/v)含有〕 0.02%,

0.05%, 0.2%, 0.5%, 1%, 2%を使用した｡

なお消毒液9mlに菌液1mlを加えるためにあらかじめ薬液濃度を調整し,上述の各

濃度より稀釈されないようにした0

2　試験菌

①　Pseudomonas cepacia　9株

②　線膿菌　6株

表1試験菌の由来
ーhJ　　　　由　　　　来

Ps eudomona s

cepacia

病名不明,尿より分灘

腰耽炎患者のカテーテル尿より分離

脊椎損傷患者の尿より分離

糖尿病患者のカテーテル尿より分離

頚骨骨折で勝舵炎を併発した患者の尿より分離

骨髄炎患者の膿より分離

中耳炎患者の膿より分離

脳出血患者のカテーテル尿より分離

不明

緑　膿　菌

尿路感染症の患者の尿から分離

尿路感染症の患者の尿から分離

尿路感染症の患者の尿から分離

オーストラリア　メルボルンより

アメリカ　パークデービスより

尿路感染症の患者の尿から分離

P ら eudomon as

m al tophili a

尿路感染症の患者の尿から分離

尿道損傷患者のカテーテル尿より分離

病名不明　咽頭よりスワブにて分灘

肝硬変,肝癌の患者の啄疾より分離

病名不明　胆汁より分離
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@　Pseudomonas maltophilia 5 a

試験菌の由来は表1の通りである｡

3　試験菌の培養

普通寒天培地に緑膿菌は37oC,また37oCでは増殖しにくいP. cepacia, P. maltophilia

については30oCで一昼夜培養したo　これらの供試菌を生理食塩水50mlに溶解し,フラ

ッシ.aミキサーで十分撹拝した後その菌液を実験に使用した.同時にその菌液1mlあた

りの菌数を測定し,その結果を表2に示した｡

表2　試験菌の接種菌数(/mJ)

菌　の　種　頒l　菌液菌数(/ml)

4　実験方法

1)実験1

それぞれの濃度の消毒液9mlを試験管に

とり,菌液1mlを混和させ十分撹拝し, 30

秒, 1分, 3分, 5分, 10分, 24時間後に1

白金耳を2本の普通ブイヨン培地5mlに接

種した｡緑膿菌は37oC, P. cepacia, P. malto-

philiaは30oCで培養し, 24時間後, 48時間

後の菌の増殖の有無により殺菌効果を判定し

た｡なお実験中は恒温糟で消毒液を25oCに

保つようにした｡

2)実験2

有機物存在下における各層ヒビテン濃度の

殺菌効果を調べるために,ウマ血清を5%添

加し実験1と同様の方法で行なった｡

Ⅲ　裏験成績

1　各種濃度消毒液の殺菌効果

P.cepacia　9株については表3の結果が得られた｡すなわち,殺菌効果のみられたもの

は, 0,02%液では3分以内に1株(No.6) 5分以内に2株(No.4, 5) 10分以内に1株

(No. 1)であった｡ 0.05%液では30秒以内に2株(No. 4, 6) 3分以内に2株(No.

1,2) 5分以内に2株(No.5,9)であった｡ 0.2%液では30秒以内に5株(No. 1,2,

4,5,6), 1分以内に1株(No.9) 5分以内に2株(No.3,8)10分以内に1株

(No.7)であった｡ 0.5%液では, 30秒以内に6株(No. 1,2,4,5,6,9) 3分以内

に2枚(No.3,8) 5分以内に1株(No.7)であった｡ 1%液では, 30秒以内に7株

(No.1,2,4,5,6,8,9) 3分以内に1株(No.3), 5分以内に1株(No.7)で

あった｡ 2%液では30秒以内に7株(No.1, 2, 4, 5, 6, 8, 9) 1分以内に1株

(No.3) 3分以内に1株(No.7)であったo



表3 ヒビテン各濃度消毒液に対する殺菌効果　　　　　　No･ 1 ･

血　清　添　加

(+)は菌の増殖を示す
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蓑4　ヒビテン各濃度消毒液に対する殺菌効果　　　　　　　No. 2.

緑膿菌6株については表4の結果が得られた｡すなわち殺菌効果のみられたものは,

0.02%液では3分以内に2株(No･11,15) 5分以内に3株(No. 10, 12, 13)であった｡

0･05%液では, 30秒以内に3株(No･11,12,13) 1分以内に2株(No.10.15) 3分以内

に1株(No.14)であった｡

P.maltophilia　5株については表5の結果が得られた｡殺菌効果のみられたものは0.02

%液では3分以内に1株(No･20) 5分以内に1株(No.16) 10分以内に2枚(No.17,

18)であった｡ 0.05%液では, 30秒以内に1株(No.20) 1分以内に3株(No.16, 17,

19) 3分以内に1株(No.18)であった｡

2有機物存在下(ウマ血清5%添加)における各種濃度消毒液の殺菌効果
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ヒビテン各濃度消毒液に対する殺菌効果　　　　　　　　No. 3.

p.cepacia 9株については表3の結果が得られた｡すなわち殺菌効果のみられたもの

紘, 0.02%液では10分以内に1株(Not 1) 10分以上を要したものが5株(No･ 2, 4,

6,7,8)であった｡0.05%液では30秒以内に2株(No･ 4, 6) 3分以内に2株(No･ 1,

2) 5分以内に1株(No.5)であった｡ 0･2%液では30秒以内に2枚(No･4,6) 1分

以内に2株(No. 1,2) 3分以内に1株(Not 5) 10分以内に1株(No･8)であった｡

0.5%液では30秒以内に5株(Not 1, 2,4, 5,6) 3分以内に1枚(No･9) 5分以内

に1株(No.8)であった. 1%液では30秒以内に6株(No･1,2,4,5,6,9) 1分

以内に1枚(No.8) 5分以内に1株-(No･3)で, 10分以内に1枚(No･7)であっ

た｡ 2%液では30秒以内に7株(No.1,2,4,5,6,8,9) 3分以内に1株(No.3)

5分以内に1株(No. 7)であった｡

線膿菌6株については表4の結果が得られた｡すなわち殺菌効果をみたものは, 0.02%

液では10分以内に1枚(No.13) 10分以上を要したものが5枚(No.10,ll,12,14,15)で

あった｡ 0.05%液では1分以内に1株(No.15) 3分以内に3株(No.10,13,14) 5分
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以内に1株(No.12)であった｡

P.maltophilia　5株については表5の結果が得られた｡殺菌効果をみたものは, 0. 02%

液では5分以内に1株(No.16) 10分以内に2株(No.17,20) 10分以上を要したものが

2株(No.18,19)であった｡ 0.05%液では30秒以内に1株(No.20) 3分以内に4株

(No.16,17,18,19)であった｡ 0.2%液では, 30秒以内に3株(No.16,17,20) 1分以内

に2株(No.18,19)であった｡

Ⅳ　考　　　察

P.cepacia　9株については, 0.02%3分以内, 5分以内と比較的低濃度短時間で殺菌効

果を示している菌株がある｡茂田8)は, P.cepaciaは0.05%のクロール-キシジンに対し

てほとんどが抵抗性を示すと報告している｡しかしわれわれの実験結果では, 0. 02%10分

で殺菌効果を示さない菌株がいずれもヒビテンに対し強い抵抗性を持つと思われ, 0. 05%

液では9枚中2株に完全な殺菌効果を認めたのみであった｡一方,手洗い常用濃度とされ

ている0. 02%の50倍あるいは100倍という高濃度で初めて殺菌効果を認める菌株も存在し

ている｡これらのことから同じP.cepacia間でも菌殊により殺菌効果の差が大きいと思

われる｡五島は,ヒビテン(クロール-キシジン)は菌種だけでなく菌株差が大きいと報

告している｡またP.cepacia　9枚について血清添加下では,不添加の場合より殺菌効果

が低下することをわれわれの実験では認めた｡五島は血清添加下での実験では, P. cepacia

においても緑膿菌においても消毒薬の効果の低下が認められなかったと報告しているが,

富岡らほ常用濃度とされている0.02%ではP.cepaciaをはじめとするブドウ糖非発酵性

グラム陰性梓菌に,血清添加による効果減弱の債向がみられるとしている｡われわれの実

験では,血清不添加の実験で0. 02%3分で殺菌効果を示したものが,血清添加の場合は

0. 02%10分でも効果を示さなかったり, 0.2% 1分で殺菌効果を示したものが0.5%3分で

ようやく殺菌効果を示したものがあった｡また血清添加での実験は血清不添加の実験同様,

菌株により消毒効果にかなりの差異がみられた｡

緑膿菌6株については,いずれの菌株とも常用濃度とされている0. 2%以下の濃度で殺

菌効果を認めた｡茂田は線膿菌11株中, 0.025%では2株がヒピテンに抵抗性を示し, 0.2

%では全ての菌株に殺菌効果が認められたと報告した｡われわれの実験では線膿菌に関し

ては菌株の個体差は認めるものの比較的低濃度で殺菌効果を示した｡中林らの報告では,

0. 05%10分でも殺菌効果を認めない菌株があったとしているが,この報告でみられるほど

の菌株による差異は今回は認められなかった｡また血清添加下では, 6株中5株が血清不

添加での実験より殺菌に時間を要した｡

P.maltopIlilia　5株については,比較的低濃度にて消毒効果を示しているが, 0. 02%に

おいて殺菌効果の出現時間が菌株によりかなりの差がみられた｡一方,血清添加下の実験

では富岡らの血清添加によるP.maltophiliaの効果減弱傾向の報告と同様,われわれも

血清添加により殺菌に要する時間が延長することをいずれの菌株でも認めた｡
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このようにP.cepacia,緑膿菌, P.maltophiliaの3種とも菌種間により殺菌効果の出現

に差異がみられた｡その上岡菌種でも同一濃度での時間的差異,あるいは極端な濃度の違

いがあり,このことから同菌種内でも個体差があると思われる｡ことにP.cepaciaにつ

いては強いヒビテン抵抗性を示す菌株が存在することがわれわれの実験でも明らかになっ

たo　また, P,maltophilia常用濃度内で殺菌効果が認められたが,菌殊によりかなりの時

間的変動を示しているため,消毒時間には注意を要する必要があると思われる｡

Ⅴ　終わ　り　に

ヒビテンは多くの菌種に殺菌効果があるとされているが,この実験結果よりかなり強い

抵抗性を示す菌株が存在することが明らかになった｡また有機物存在下では消毒薬の効果

が減弱するので,消毒薬の使用にあたってほ,適切な消毒薬を選択し,適切な濃度で使用

することが必要である｡
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